
『大阪万博２０２５』

『護国神社 棟上げ』

Attention(注意）！ 今月の「ことば」

大阪に住んでいた頃は吹田市（すいたし）にある万博記念公園のす

ぐそばに住んでいたので、週末に『太陽の塔』を見渡せる芝生広場に

家族と出かけてよく遊んだものです。昭和27年生まれの父も生前、学

生だった時分に大阪万博に行ったことを、何度か話してくれました。

そして今年、開催までに色々と紆余曲折あり、ごちゃごちゃとあった

ようですが、まぁ一生のうちに恐らく2度と日本での開催

はないだろうと思ったので、関西出張の仕事の合間に大

阪万博に行って来ました。あまり人気がないと聞いてい

たので、取り合えず現地に行けば何とかなると思いチケ

女子に関わらず、男子2人も一緒に食べているので、私以外は餅好きのようです。お米の高騰が続く中、大好きな餅が無料でもらえるとな

ると、それはそれは嬉しいのでしょう。数日後、朝から夏休みの娘たちと張り切って参列しました。私も餅拾い要員と

して参加。後ろから写真を撮ると、左から次女（小５）妻（148cm）長女（中３）と子どもの成長を感じると同時に恐

らく次女も数年のうちには妻の身長を超えることになるので、『それだけでいいんだよ』と自分を変に納得させました

ソニー生命保険株式会社
大分支社

シニアライフプランナー

副部長 山田 新悟（やまだ しんご）
〒870-0029 
大分市高砂町2-50 ＯＡＳＩＳひろば21 9階
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現在加入中の保険において、請求漏れはございませんか？

生命保険は請求主義です。請求をいただかない限り保険

が役に立つことはありません。請求が出来るか分からな

かった場合や、日々忙しくてつい連絡することを忘れて

いた等あれば、すぐにご連絡ください。

「いつでもご連絡どうぞ」 0 9 0 - 9 7 1 0－ 3 2 3 6（携帯）

幸せを運ぶ四葉の
クローバー!

（我が家の庭で見
つけました。）

２０１９年5月1日で平成から令和に変わり、永らく続けてきたゲゲゲ通信もサンタ
通信に変更しました。山田と書いてサンタと勝手に読むことにしました！！

サンタ通信は山田を音訓交えて勝手に『サンタ』と読んで付けたネーミングです。世界中の老若男女から
愛されているサンタクロースのように、って無理なのは分かってるんですが、少しでも近づけたらいいなぁ
～と思って、年号の変更に便乗して新しい名前でスタートすることにしました。これからもご愛顧下さい。
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左：サラリーマン山田
下：サンタこと、普通の山田

㈠
不
当
な
る
儲
け
主
義
を

廃
し
、
あ
く
ま
で
内
容
の

充
実
、
実
質
的
な
活
動
に

重
点
を
置
き
、
い
た
ず
ら

に
規
模
の
大
を
追
わ
ず

東
京
通
信
工
業
株
式
会
社
（
現
・
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
）

ー
設
立
趣
意
書
ー

経
営
方
針

一
部
抜
粋

ットも持たず、軽装で行ったらご想像の通り大変な思い

をしました。照りつける太陽の中、約2時間行列に並び

続けました。入場までに体力を消耗してし

まい、入場後は1時間程度の滞在となりま

した。それでも、大屋根リングは壮観で、

並ばず入ったいくつかのパビリオンもそれ

なりに楽しめました。子どもたちにミャク

ミャクグッズを買って帰ったことで勝手に

良しとします！2025年7月の思い出です。

2025年7月吉日

7月号

自宅から車で10分くらいの所に大分縣護国神社があります。何かにつけてと言うか、何はなくてもついひょ

ろっと立ち寄り、日頃の感謝を伝えにいくのですが、この前も妻と神社の前を通った時にちょっと寄ってみよ

うかと数か月ぶりに行きました。そうすると、参拝者のための休憩所を再建している最中で、その棟上げ式を数

日後にやりますとの告示がされていました。妻は目を輝かせて参加します宣言。何をそんなに嬉しそうにしているのかと、告示を凝視する

と、棟上げ式の時に今ではあまり見なくった『餅まき』をするとのこと。私は餅を正月の雑煮の時にお祝い事として食べる程度ですが、わ

が家の女子は餅が結構好きなようで、おやつ代わりにぜんざいを食べたり、焼いて醤油砂糖をかけたりきなこをかけたりして食べています。
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『ラーメン・拉麺』

『猫カフェ』

Attention(注意）！ 今月の「ことば」

九州と言えばとんこつラーメン！大分もとんこつラーメンのお店が

多いです。最近では次郎系や横浜家系、北海道の味噌ラーメンのお店

も増えています。私が大分に来た14年ほど前には京都の天下一品が出

店しましたし、5年ほど前には滋賀の来来亭も出店しました。長崎発

祥のちゃんぽんを出すお店も結構沢山あります。全国チェーンの長崎

ちゃんぽんは数店ありますし、町中華でもラーメンだけではなく、

ちゃんぽんを出すお店がほとんどです。長崎の隣県佐賀県に一号店が

ある井手ちゃんぽんもあります。あとは、宮崎発祥の辛麺、チェーン

展開していて、長男が住む東京の下北沢にも出店している辛麺屋桝元

ソニー生命保険株式会社
大分支社
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携帯 090-9710-3236
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現在加入中の保険において、請求漏れはございませんか？

生命保険は請求主義です。請求をいただかない限り保険

が役に立つことはありません。請求が出来るか分からな

かった場合や、日々忙しくてつい連絡することを忘れて

いた等あれば、すぐにご連絡ください。
。

「いつでもご連絡どうぞ」 0 9 0 - 9 7 1 0－ 3 2 3 6（携帯）

幸せを運ぶ四葉の
クローバー!

（我が家の庭で見
つけました。）

２０１９年5月1日で平成から令和に変わり、永らく続けてきたゲゲゲ通信もサンタ
通信に変更しました。山田と書いてサンタと勝手に読むことにしました！！

サンタ通信は山田を音訓交えて勝手に『サンタ』と読んで付けたネーミングです。世界中の老若男女から
愛されているサンタクロースのように、って無理なのは分かってるんですが、少しでも近づけたらいいなぁ
～と思って、年号の変更に便乗して新しい名前でスタートすることにしました。これからもご愛顧下さい。
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左：サラリーマン山田
下：サンタこと、普通の山田
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もありますし、それ以外にも辛麺屋は結構あります。

ラーメンを食べに日本へ来る外国人旅行者も

いるくらいなので、バラエティー豊かです

し、どれもとても美味しいです。ひと昔前は

女性1人では入りにくい雰囲気でしたが今は

そうでもないようです。そんな中

2025年8月時点の私的No1ラー

メンは大阪高井田式中華そば麺

屋7.5Hzのチャーシュー麵です。

2025年8月吉日

8月号

猫と生活するようになって、8月で丸1年を迎えます。猫を飼うようになってこのサンタ通信にも毎回のよう

に猫のネタを書いてしまっていますが、それほど猫はわが家にとっては相性が良いと言うか、生活を豊かにする

と言うか、生活の中で癒しを与えてくれていることは間違いないようです。今まで猫アレルギーと思っていた妻

は猫との生活を想像するが出来なかった半面、猫との生活に憧れのようなものがあったのか、毎日わが家の黒

猫・千にメロメロです。まさに愛猫家。そして、スマートフォンでも猫の動画を見ているからなのでしょう、猫カフェが自宅に近くにある

ことを知り、さっそく次女と3人で行ってきました。カフェスペースと猫スペースはガラスで分かれているため、食事をゆっくりとりなが

ら、ゆっくりしている猫を眺めると言う、書いていても何ともシュールな状況を楽しむ感じです。この猫カフェは月に何度か

譲渡会もやっているようで、食事をした際の料金の一部はそのための寄付になっているようです。どの猫も

丸々としていて、穏やかで直ぐに飼い主が見つかりそうな雰囲気です。保護センターとも連携していてとて

も良い取り組みだよね～と感心したので、翌週も次女を誘い2人で再訪したそうです。次はいつ行こうかな！

食事中の黒猫・千とブラシの木の真っ赤な花
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